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KPOS JPOA exchange fellowship 

福岡県立粕屋新光園

福 岡 真 二

2002年11月に福岡で開催された第13回 学 術 集 会 (松尾 隆会長 )において “Orth

opaedic selective spasticity control surgery for the shoulders in spastic palsy 

patients" の演題で最優秀ポスター貨をいただき， 2003年10月にソウノレで行われたThe

Korean Paediatric Orthopaedic Society(KPOS)学術集会で発表して参りま したのでご

報告申し上げます.

韓国では10月13�15日の滞在を通じて，KPOS事務局が置かれる Seoul National 

University Children's Hospital(In Ho Choi教授 )の先生方から心温まる歓待を受けた.

先ず 13日はChoi教授に ご挨拶した後，Tae-Joon Cho副教授の案内で同病院を見学した

(写真) 整形の 病床は30床ほどだが，Choi先生とCho先生で，1日5�6例の手術を週に

3�4日している. スタッフは他に助手の WonJoonYoo先生，フエローのMin Suk Jang 

先生，そして レジデント 2名. 回診したのは13�14日手術の子どものみだが，骨形成不全

症の髄内釘， DDH軽度遺残亜脱に対する臼蓋形成( Dega)， 脳性麻捧尖足，腔骨開放骨折

後遷延癒合など多岐にわたっていた.これでもKPOS主催のため簡単な手術に限定したと

のこと，日頃の忙しさは並大抵ではない. 14日はレジデントのTae-YuneKim先生の運

転でソウルの南20kmほどのベッドタウンに新設された Seoul National University 

Bundang HospitalのChin-YoubChung教授を訪問した Chung先生はSeoul National 

University Children's Hospitalの前副教授でKPOSの事務局長である. Chung教授は脳

性麻樺が専門て\ 脳性麻揮の手術を1日 3�4例， 週に 3�4日行っているが，それでも手

術待ちが 2�3年とのことであった 一般整形も診療しており， 病床は40�50床あるが，

他のスタッフはフエローl人，レジデントl人しかおらず，レジデントは病棟業務が多忙で

手術には入れ ない.14日当日はcrouched postureと尖足に対する同時手術を見学した膝

喬で半腫様筋を切離し:大内転筋に移行，半膜様筋を フラクショナル延長，薄筋腫を切離し

て末梢側を皮下を通して前方に導き，大腿直筋移行に用いる (実際の大腿直筋移行は保険収

益の関係で 1週間後に行うとのとと ) 尖足に対してはWhite法でアキレス腫延長を行っ
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写真1. Seoul NationaJ University Ho spital 

写真3.

I<.:POS会長Hui Wan Park教授主催の夕食会

{前列左から> Park会長> In Ho Choi教授> ]tU1g 

;1]教授夫人> Herríng教授夫委， 後列左から、筆者、
Sung Taek Jung副教授、 Tae Joon Cho ;IJ教授，

Chin Y oub ChtU1g教授)

写真2. Seoul National Universíty Children's Ho spítal 

ていた. 実に見事な手並みで， 両側行って手術時聞は40分であった. また，股関節の内旋

屈曲変形に対しては3 小転子上縁レベルでの回旋骨切りを行うとのことで， 手術前後の歩

行ビデオを見せてもらったが， 術後の歩容はほとんど正常化しており驚かされた.

13日の夕刻にはKPOS会長のYonsei University Medical SchoolのHui-Wan Parl< 

教授の主催で> KPOSに招待されていたTexasScottish Rite Hospital for Childrenの

Herring教授夫妻， Herring夫妻の案内役のChonnam University HospitalのJung副教

授夫妻， そしてSeoul National Universityの先生方と韓国宮廷料理をいただいた(写真)

14日にもKPOSのDY Lee名誉会長と Park会長の主催でHerring教授夫妻とKPOS

理事の先生方と晩餐会が催された私はこのような機会に話せる内容も英語力もなく不接

にも黙って飲んでいるしかなかったが， Lee名誉会長が日本語で話しかけてくださったり，

理事のお一人のKeiyung UniversityのKwangSoon Song教授が分かりやすい英語に直

して通訳してくれたり， 非常に暖かく接していただき涙が出るほどありがたかった

さて， KPOS学術集会は， 10月15日の午後， Seoul National University Hospitalの
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研究棟 の会議室で行わ れた Part 1 は ア メ リ カ 留学者の帰国報告， Part II は Herring 教授

を 交 え て ペ ノレ テ ス 病 と DDH 症例 に つ い て 討論， Part 凹 は Herring 教授の ペ ノレ テ ス 病 に つ

い て の講演， Part IV は脳性麻庫 と 先天疾患， Part V は 外傷 そ の 他であ っ た . 先ず， Herring 

教授の講演であ る が， 教授が整形外科医 に な っ た 当 時 は ア メ リ カ で も ， ペ ル テ ス 病 の 子 ど

も 達 は 装具 を つ げ て 数年 間 の 入院生活 を 送 り ， 退院後 も 数年 間 は 下肢 を sling で 吊 っ て 松

葉杖 を 使用 し て い た . こ の よ う な根拠が確かで な い 治療 を 長期間行 う こ と に対 す る 疑問が

教授 の研究の動機であ り ， そ の成果が lateral pillar 分類で あ る . こ の 分類 を 使用 し て い く

中 で group B か group C か判別困難な も の が少 な く な い こ と が分か り ， B/C border と い

う グル ー プが追加 さ れた 現在の 結論 は ， 年齢が 8 歳以上で group B ま た は B/C border 

は 肩平化が進 み や す く ， ま た ， そ の 予後 を 手術 に よ り 改善で き る た め 手術適応 で あ る . 8 歳

未満や group A は手術 し な く て も 扇平化 は進 ま な い の で手術適応 は な い . 反対 に ， 8 歳以

上 の group C は 手術 し で も 予後 を改善で き な い の で手術適応 は な い . そ の他 の 演題 も い ず

れ も 質 の 高 い も の で あ っ た . KPOS の メ ンバ ー に な る に は ， 整形外科認定医 で， 小児整形

の経験が l 年以上， 小児整形 を 専門 に す る こ と が必要で， 審査が厳 し い ー こ の た め 会員数

は 70 名 ほ ど で あ る が， 会員 の全て が大学 の助手以上で留学経験 も あ る 様子 だ っ た ー

短 い 滞在で は あ っ た が， そ の他 に も ， 極 め て 明朗悶達 な紳士で あ る Tae J oon Cho 副教

授 は ， 宮廷 を 案 内 し て く れた り ， ワ イ ン を ご馳走 し て く れた り ， 私の ソ ウ ル滞在が楽 し い

も の に な る よ う 苦心 し て く だ さ っ た . ま た ， レ ジ デ ン ト の Tae Yune Kim 先生 は ， オ リ ン

ピ ッ ク 公園や商庖街 を 案 内 し な が ら 3 韓国 の イ ン タ ー ン， レ ジ デ ン ト ， 兵役 な ど に つ い て

語 っ て く れ た . ソ ウ ノレ大学近 く の小 さ な レ ス ト ラ ン で彼 と 一緒 に 味わ っ た 韓 国 の 清酒 “百

歳酒" や “清河" も 忘れ ら れ な い こ の よ う な 良 き 隣人 に 負 り ぬ よ う ， 私 も 臨床研究 を 続

り ， JPOA で の 発表 ・ 討論 を 続 け て い き た い と 思 っ た .

最後 に な り ま し た が， こ の よ う に 有意義 な exchange fel lowship を 企画 ・ 運営 し て い た

だ き ま し た ， KPOS ・ JPOA 両学会の諸先生方 に 心 よ り 御礼 申 し 上 げ ま す .
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